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【はじめに】
　スポーツ外傷において、初期の適切な処置が重要
である。財団法人日本学校保健会および日本整形外
科学会において、スポーツ外傷の応急処置における
RICE 処置は基本であると明示しており、スポーツ
外傷を診察する整形外科医師としては RICE 処置は
一般的に認知されているものだと思っていた。とこ
ろが、日常診察において初期の処置がなされずに外
来受診される例が圧倒的に多いのが現状である。今
回、RICE 処置の認知度を一般の人に調査し検討す
ることを目的とした。

【対象・方法】
　2011 年 4 月 1 日から 9 月 30 日までの期間に足関
節捻挫にて当院を受診した小・中・高校生 54 人、
同伴していた保護者 38 人を対象とした。
　対象者の内訳は小学生 23 人（男子 15 人、女子 8
人）、小学生の同伴者 21 人（父親 4 人、母親 14 人、
祖父 2 人、祖母 1 人）、中学生 22 人（男子 15 人、
女子 7 人）、中学生の同伴者 14 人（父親 8 人、母親
6 人）、高校生 9 人（男子 5 人、女子 4 人）、高校生
の同伴者 3 人（母親 3 人）であった。
　方法は記入式アンケートを実施した。アンケート
内容は、１）捻挫した時に行う応急処置は何か。２）
RICE 処置を聞いたことはないか、聞いたことはあ
るが知らない、知っている。３）『Ｒ』『Ｉ』『Ｃ』『Ｅ』
は何を意味しているか、の 3 項目とした。

【結果】
１）捻挫した時に行った応急処置は何かの回答では、
氷による冷却は小学生 4 人（男子 3 人、女子 1 人）、
中学生 6 人（男子 4 人、女子 2 人）、高校生 4 人（男
子 3 人、女子 1 人）であった。安静は、小学生男子
1 人、中学生 3 人（男子 2 人、女子 1 人）、高校生 2
人（男子 1 人、女子 1 人）であった。弾力包帯によ
る圧迫が、中学生女子 1 人、高校生 2 人（男子 1 人、
女子1人）であった。挙上は高校生女子1人であった。
湿布処置が最も多く、小学生 9 人（男子 6 人、女子
3 人）、中学生 9 人（男子 6 人、女子 3 人）、高校生
女子 3 人であった。スプレーの噴霧は小学生男子１
人、中学生男子 5 人、高校生男子 1 人であった。牽
引は小学生男子 1 人、温めるが小学生男子 1 人、中
学生男子１人であった。
２）RICE 処置を聞いたことがあると回答したのは
2 人（3.7%）（小学生男子 1 人、中学生男子 1 人）
であり、保護者は 1 人であった。知っていると答え
たのは生徒４人（7.4％）であった。RICE 処置を聞
いたことがあるもしくは知っていると答えた人は、
スポーツクラブのコーチからの情報であった。
3）『Ｒ』『Ｉ』『Ｃ』『Ｅ』は何を意味しているか、
に関しては小・中・高校生及び保護者の RICE 処置
の認知度は極めて低く、正確に答えられたのは 0 名

（0％）であった。つまり、知っていると答えた４人
も正確には理解していなかったという結果であっ
た。
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【考察】
　RICE 処置とは、外傷の時に行う応急の 4 つの
処 置 つ ま り、 安 静：Rest、 冷 却：Icing、 圧 迫：
Compression、挙上：Elevation の総称を意味し、
これらの頭文字をとった言葉であり、日本整形外科
学会のホームページにおいても、一般の人に向けて、
スポーツ外傷の応急処置として記載されている。
　ところが、今回の調査で、小・中・高校生及び保
護者の RICE 処置の認知度の低さ及び応急処置の誤
認が明らかとなった。
　RICE 処置は、損傷部位の出血や腫脹の軽減、疼
痛の緩和や損傷範囲の悪化を予防することが目的と
されていが、特に冷却の処置では毛細血管を収縮さ
せ止血し、腫脹を軽減させ、細胞の代謝レベルをさ
げることで、低酸素障害を防ぐとされている１）。ま
た、冷却を行うことで、感覚受容器の閾値上昇、刺
激伝導遅延による中枢への感覚インパルス減少によ
る鎮痛効果もあるとされている２）。
　ところが、今回の結果において、冷却の処置で湿
布と答えた生徒が多かった。確かに水分を含むパッ
プ剤には冷湿布作用があるとされているが３)、氷に
比べ冷却効果は弱い。冷却を一般の人に正しく指導
するためにはどのようにすればいいであろうか。入
江らの研究結果では、足関節をクラッシュアイス、
0℃の冷水、キュービックアイスの 3 方法で冷却比
較したところ、皮膚温低下がクラッシュアイス及び
キュービックアイスでは約 11 ～ 13℃、0℃の冷水
では約 19 ～ 20℃と報告している４）。熱伝導率のこ
とを考えれば、熱伝導率は、空気 0.0241、水 0.6 で、
水の方が熱伝導率が高く、冷却効果は高い。ビニー
ル袋の中が氷のみであれば氷と氷の間に空気が存在
することになるため、適切なアイシングには氷水を
用いるのが最も効果的と考える。
　圧迫と挙上の認知度は安静、冷却に比べ明らかに
低かった。固定と圧迫を同意義と誤認している人も
あった。固定は、局所安静するために行い、圧迫は、
損傷部位の内出血や腫脹を防ぐのが目的である。つ
まり、固定を安静目的と考えれば、安静：Rest は、
安静 / 固定：Rest/Stabilization と理解した方が良
いように思える。
　今回の調査結果から考えると、一般の人に広く
RICE 処置が認知されているとは言い難い。した

がって、RICE 処置の言葉のみならず、内容の啓発
が大切と考えられた。
　具体的な広報に関しては病院でのポスター等の啓
発はもちろんのことであるが、学校保健の授業や家
庭への情報提供を通して学校の教諭、児童生徒、保
護者に対して積極的に働きかけていくことが重要と
思われた。
　広島県安佐医師会学校保健委員会では側わん症に
関する啓発活動事業として、“家庭でおこなう側わ
ん症チェック”という用紙を、年 2 回学校を通して
家庭へ配布している。今後は、RICE 処置に関して
も行っていきたいと考えている
　小学生等に啓発する場合には､「お米は英語で
RICE( ライス ) つまりカレーライスやオムライスの
ライスです」と教え、「意味は違うが RICE 処置の
言葉を忘れたらお米 (RICE) を思い出してね！」と
いった工夫もよいであろう。また、現在、小学校で
も英語の授業があるので、可能であれば、体育の
授業と英語の授業のコラボで、安静 :Rest（固定：
Stabilization）、冷却：Icing、圧迫：Compression、
挙上：Elevation の英単語を教えていくと効果倍増
と考えられる。
　私は、『知識は最高の薬』と考えており、講演の
度にこの言葉を述べている。今後は、生徒および保
護者が、RICE 処置 の知識を身につけ適切な応急処
置が行われることを期待する。 
　さらに、スポーツ外傷を診察しておられる医師に
も、「RICE 処置が広く一般の人に認知されている」
と思われているのは、医師の思い込みだと認識して
いただき、RICE 処置の更なる啓発に努めて頂けれ
ば、今回の研究目的も達成されると確信する。

【まとめ】
１）小・中・高校生において RICE 処置の認知度は
極めて低かった。
２）捻挫時の応急処置として安静、冷却に、対して
圧迫は少なく挙上は極めて低かった。
３）捻挫時の応急処置で明らかに誤りと思われるも
のがあった。
４）RICE 処置の内容および言葉の啓発が大切だと
思われた。
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